
三島由紀夫とマンディアノレグ（ I ) 

一一英雄の誕生から『サド侯爵夫人』ま

松原 冬

第二次大戦後のフランス文壇において、血とエロスと残酷を主題とする幻想文学の

数々を、幾何学やノミロックにもとづく独自の美学において作品化してきた作家アンド

レ・ヒ。エーノレ・ド・マンディアルグ（AndrePieyre de Mandiargues, 1909悶 1991）にとっ

て、同じ主題を扱い同時代に活躍した作家、三島由紀夫（1925-1970）は、畏敬すべき

日本人作家で、あったのと同時に、 「もっとも偉大なる我が英雄 monheros capi匂11Jと

称えるほどに特別な存在で、もあったO しかし、マンディアノレグが三島の影響をその異

端ともいえる文学世界のなかに色濃く反映させてゆくことになるのは、とりわけ 1970

年代以降、およそ40年にわたる作家キャリアの後半にいたってからで、あるO それは、

三島が 1970年 11月25日に市ヶ谷の自衛関主屯所で割腹自殺を遂げたセンセーショ

ナノレな事件が世界を駆け巡り、フランスで、三島への関心がいっそう高まりをみせた時

期と重なる。すなわち三島は、その1蛾色な死によってマンデ、イアノレグのなかで偶像化

し、 「英雄jへと昇華したのである20

本論の目的は、これまでのマンディアルグ研究で、はほとんど取り上げられることの

なかった三島由紀夫との関係を、おもにマンディアノレグ側の証言や資料をもとに再構

成し、再作家に通底する死とエロスを中心とした美学の本質を明らかにすることにあ

る30 とりわけ論述の対象として、 1976年にマンデ、イアルグがフランス語に翻訳して

1 Andre Pieyre de Mane加 ・gues（以後APMと略記〕， UnSatume gai〔以後SGと略記〕，

entretiens avec Yvonne Caroutch, Gall並1ard,1982, p. 157. 

2文学者の自決、しかもハラキリというもっとも苛酷かっ演劇的な死を選んで、みせた

三島にたいするマンディアルグの関心は高く、イタリア人画家であるボナ夫人ととも

に、その側象的な三島崇拝は、夫婦の寝室に拡大された三島の写真を飾るほどに刻王

の度を見せていた。「毎朝、三島の眼の前で、繰り返しますが私の愛する女の眼の前

で、眼覚めたのです。私が三島に魅惑されたのは、彼の根に魅惑されたことが大きい

のですJ(APM 1三島由紀夫についてJ、『海』、中央公論社、 1971年5月特別号、p.310）。

3三島とマンディアノレグの関係を問う論考は、管見ながら、フランスにおいては皆無
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三島由紀夫とマンデイアルグ（ I) 一一英雄の誕生からfサド侯爵夫人』まで一一

出版した三島の戯曲『サド侯爵夫人Jをとりあげ、このテクストの翻訳から舞台化に

いたるまでの流れを概観しながら、70年代のマンディアルグにおける三島文学の影響

を探る。

第一章 r英雄j としての三島由紀夫

1. マンヂィアルグと三島の出会い

そもそも三島とマンディアルグは面識があったのか。 1985年に行われた対談のなか

で、マンディアルグは、 「20年ほど前に、三島と夕食をともにする機会をもち、その

とき英語で彼と会話をしました4」と答えている。さらに 1977年の対談では、三島の

「最後のパリ滞在の折」に、 「千皮のパリにおける最も親しい友人の一人フィリップ.0.

ロスチャイルド男爵夫人宅で、三島と同じ晩餐のテープ、ルについた」と証言している

5a正確な年号と日時は明らかにされないが、これらの証言から得られる「1960年代

なかばjの「三島の最後のパリ滞在Jという情幸良から、二人が出会ったのは、三島が

みずから原作・監督・脚色・主演を手がけた映画『憂国』 (1965年4月30日完成）

の試写会のためにパリに滞在した 1965年 9月、彼の最後のヨーロッパ旅行の折で、あ

ったことがわかる。

この晩餐の席上で、三島と交わした対話をマンディアノレグは次のように振り返って

いる。 「そのとき三島は、西洋世界で、もっとも彼の心を打ったこ人の人物が、サン・

セパスティアンとサドだと私に告げました。ふたつの大文字の『SJ]、それは結局、

われわれ二人が蛇にたいしてもつ共通した趣味に合致するので、す可。サド口マゾシス

であるといえる。日本においては、ミシェル・ド・ボワシュー（Michelde Boissieu) 

による ≪Mぬ mede Sade : Mandiargues traduit Mis凶na≫ （岡山大学大学院社会文化科学

研究科紀要第35号、 2013,pp. 13-22）のみが、現在までのところ、参照できる唯一の

論文である。この論文のなかで、ボワシューは、三島の『サド侯爵夫人』とマンディア

ルグによるこの戯曲の仏語翻訳とを比較し、残酷性を喚起する表現をやわらげながら、

知的な側面におけるサドのイメージを強調しようとするマンディアルグの文体的特

質を明らかにしている。また、 1979年にルノーェバロー麟団による『サド侯爵夫人』

の日本公演に合わせてマンデ、イアノレグが来日した際、演劇誌の『新劇』（白水社、 1979

年 12月）が「マンディアルグ特集Jを誌上で組み、そこに三島を語るマンデ、イアル

グのインタゼュー記事や各界の論者による『サド侯爵夫人』に関する論考が一斉に掲

載されたが、それ以外に単独のそノグラフィとして両作家の関係に触れた論文は存在

しない。

4 APMラ≪Mandiぽ忠1esen deuil d’eros ≫, Liberation, 9 janvi町 1984.

5 APM, op.cit., p. 296. 

6 APM，訂t.cit..
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三島出紀夫とマンデイアルグ（ I) 一一英雄の誕生から『サド侯爵夫人』まで一一

ムのそれぞれの側を代表するこつの名で、あるサドとサン・セパスティアン、二匹の S

宇の蛇というヘノレメス的なシンボルのなかにこのこつの名を溶かし込みながら、マン

ディアノレグはこのエロスの主題をめぐる文学観や美意識について、二人のあいだに神

秘的な紐帯が結ぼれたことを灰めかしている。折しも、三島はこの年の 4月から 11

月にかけて、ダヌンツィオの戯曲『聖セパスチャンの殉教』の翻訳を問自刊誌に連

載し、さらに同年日月には『文芸』誌に自身の戯曲『サド侯爵夫人』を発表してい

る。このヨーロッパ滞在の直前にあたる 6月から 8月にかけて『サド侯爵夫人Jを執

筆したばかりの三島にとって、サドとサン・セパスティアンは、当時においてもっと

もアクチュアルな柄主で、あったことは疑いえない。一方のマンディアルグも、サド＝

マゾシスムに関しては、 「文学の最良の道具の一つ」であり「作家が生み出す感動の

強力な索瞬、の一つ7Jであることをつねに公言してはばからない作家である。マンディ

アルグは後に、 「私は自分のことを、サド＝マゾシスムに関しては三島と同じ精神の

系譜に属する作家だと考えています8Jと率直に語っているO サド＝マゾシスムという

エロティスムに関するもっともラデイカルな主題が、三島とマンデ、イアノレグを「同じ

精神の系譜Jのうえに位置づけ、初対面であるにもかかわらず、それぞれが互いの姿

を映し出す鏡となって、思想的に共鳴する文学者の姿をそのなかに認めさせたのであ

る。実際、この社交的な晩餐のあとも、スケジュールに追われた短い滞在期間の関を

縫って、三島は個人的にマンデ、イアルグの邸宅を訪ねており、このフランス人作家と

さらなる思想上の対話を重ねている。

ただ留意せねばならぬ点がひとつあるとすれば、それはマンディアルグがこの 65

年の対話にいたるまでほとんど三島の作品を読んだことがなく 世界的に名を馳せた

日本の有望作家のひとり程度にしか認識していなかったとしづ事実である。それでは

なぜ、二人は非公式の会食の席で顔を合わせることになったのか。あくまで推測の域

を出ないが、おそらくは、パリ府主中の三島を『新フランス評論服FJのオフィス

に招待したガリマーノレ社のドミニク・オーリーが、樹事龍彦経由で、すでにマンデ、イア

ルグの異端的な文学性に興味を抱いていた三宮を、親友で、あるマンディアノレグ本人に

7 APM,SG,p.160. 

8 APM, op.cit., p. 303. 

9 1956年に樹鞘諺が刊行した『マノレキ・ド・サド選集・第一巻ジュスチィヌ』（彰

考書院、 7月初日刊）に三島が序文を寄せたことをきっかけに二人の交際ははじまっ

ている。マンディアノレグが 1953年に匿名で、地下出版したエロティック小説『閉ざさ

れた城の中で語るイギリス人Jの翻訳を樹畢に慾濯、したのは、他ならぬ三島で、あった

ーしかし、この本の全訳が出版されたのは三島の死後であるは樹畢古屋彦『三島由

紀夫おぼえがきょ中公文産〔中央公論社〕、 1986,pp.55“56）。なお『サド侯爵夫人』

の「政Jで、三島はこの戯曲を、樹撃の執筆した『サド侯爵の生涯』（1964年間を

もとに構想したのだと明かしている（外題脇には「樹畢龍彦著『サド侯爵の生涯』に

33 



三島由紀夫とマンデイアルグ（ I) 一一英雄の誕生から『サド侯爵夫人』まで一一

引き合わせたのではないだろうか。あるいはこの滞在と同時期に、 AP通信をつうじ

て、谷崎やショーロホフとともに三島がこの年のノーベル文学賞の有力候補に挙げら

れているという清報をつかんだ、マンディアルグが、オーリーに頼んで、本人に会見を

申し入れたのか。いずれにせよ、作家本人の人格をはからずも暴露してしまう「作品J

ーとりわけスキャンダラスで思想J性の5齢、三島の作品ーによる偏見や先入観をいっ

さい持たない状態で三島と向き合ったマンデ、イアルグは、この夜、ひとりの「文学者J

としての三島ではなく、ひとりの「人間Jとしての三島に魅了されたのだ、ったO 「彼

のものを本格的に読んだのは、その夕、三島と識り合った後のことです。男爵夫人宅

の夕べ（ソワレ）で私を深く魅了したこの人物に対して私は大いに好奇心を抱き、彼

の作品を読み始めたのです10」。

2. 三島という英雄像の確立

この会見から 5年後、三島は割腹自殺という凄絶な死によって人生の幕を閉じる。

アンドレ・マルローやマルグリット・ユルスナールをはじめ その死に深く感銘を受

けたフランス人作家は数知れない。当然ながら、マンディアノレグも例外で、はない。「自

殺は自然死よりも、恐らくはよりくっきりと一人の人間のシルエットを記憶に残す、

そしてその人聞が芸術家であれ作家であれ、自殺はその作品に独自な彩りを添える町、

こう考えるマンデ、イアルグにたいして、三島の自殺が、日本人文学者によるひとつの

スキャンダラスな事件以上の衝撃を残したであろうことは想像に難くない。

『天人五衰L'Ange en decomposition』、おそらくは『豊穣の海La脆 rde la fertilitd 

の中で最も美しし刈＼説、三島はその最後の文字を筆で、書きつけてからまもなく、

ついに克事な自殺を遂げた。 〔・・・〕彼は私にとって、このZ寺代における最も模

範的な英雄の一人である120

文学の完成と同時に自らの生涯を閉じた三島は、マンディアルグのなかで、その「行

動Jによって自らの「文学」を正当化した「最も模範的な英雄の一人j となる。一人

の「人間Jとしてマンディアルグを魅了した人物が、その5年後、今度は彼にとって

の理想を体現する「英雄Jとなる。すなわち、文学と行動が帯離するのではなく、両

者が矛盾なく重なった瞬間に、三島という「人間Jは、マンディアルグのなかで、あ

拠る」と明記されている）。

10 APM, op.cit., p. 296. 

11 APM, ≪ La Mort volontaire ≫, Deuxieme belvedere, [1962], Grassetラ《LesCahiers Rouges ≫, 

1990, p. 93. 

12 APJ¥久SG,pp. 156-157. 
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三鳥出紀夫とマンデイアルグ（ I) 一一英雄の誕生から『サド侯爵夫人Jまで一一一

らゆる作家の頭上に君臨する燦然たる「英雄」となったので、ある13c 「三島の文学と

行動は一貫したものだ、ったと私は思います。彼の行動は彼の書物の中に浸透している

のです14Jとマンディアノレグは端的に述べているO しかし「英雄Jとは同時に、彼に

とっての理想（イデア）であるがゆえに、けっして近づくことのできない禁断のイメ

ージで、もあったO

私は、カーライルを読んだ、ときにおそらく生じたのであろう、英雄主義（heroisme)

への趣味をときおり人から非難されてきました。ですが私は、私が賞賛し熱烈に

愛する三島の恐るべき方法によるとしてもーただし、私がその方法をとることが

出来ないのは先刻承知のことだが一、作家はひとりの「英雄Jで、あってほしいと

願うのです1¥

けっして行動的な作家で、あったとは言い難いマンディアルグにとって、三島のとった

「恐るべき方法jは、彼のいる文学世界と彼には絶対に到達し得なし＼「英雄Jの領域

とのあいだに横たわる、絶望的な関で、あったO 作家としてのジレンマと、英雄と化し

た作家にたいする永遠の憧れとのあいだで引き裂かれたマンディアノレグの佳’泥たる

思いが、最後の「作家はひとりの『英雄lで、あってほしいと願う Jevoudrョisdone que 

向criva泊soitun≪凶：fOS凶としづ願望の表現のうちに惨み出ている。

「あなたにとって英雄とは？」としづ質問にマンディアルグは、 「純粋な者たち les

innocentsJ と答えている160 レイモン・ラディゲに』撞れて20歳での天折を願い、 『血

と蓄制創刊号において矢に貫かれたサン・セパスティアンに扮し、映悶『憂国』に

おいて自らの死を演じた三島は、死とエロスという自らの哲学に殉じたもっとも系掛字

な存在で、あったと考えられる一「三島は偉大な作家でありながら、しかも彼の全文学

を敢然と越える人間であるとしづ類稀な例をわれわれに残したのです17J 。同じ死と

13それゆえマンディアルグは、三島とブランショを比較する対談者にたいして怒りを

隠、さない。「〔質問をさえぎって〕三島とプランショの関にはいかなる比較も成立しま

せんよ。プランショはホ掛字な〔単なる〕インテリだ。三島は私にとって「英雄」なの
です。〔…・〕ジョノレジュ・バタイユは少し三島と近し1かもしれない。しかし私は、一

島をその英雄性の故にバタイユよりはるかに上に置くのですJ(APMラ op.cit.ラ pp.

305-306）。

14 APM, op.ciムp.306. 

15自isabethRe戸1aud,Le Sang de l'ecritw杭［entretiens avec 32 ecrivains］，臼itiondu Rocher, 
2002,p. 39. 

16 APM，《AndrePieyre de Mandiargues r句ondau ques託onnaire≫, Biblio, n° 9, novembre 

1966,p. 19. 

17 APM, op.cit., p. 306. 
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三島自紀夫とマンディアルグ（ I) 一一英雄の誕生から『サド侯爵夫人』まで一一

エロスを主題としていくつもの幻想作品を物してきたマンディアルグはしかし、割腹

という「恐るべき方法」ではなく、エクリチュールという「行為」を通して、この純

粋な荊笠に少しでも近づこうとした。

私が常に文学の最良の道具のーっとして、またバノレザックやフロベールをはじめ、

作家が生み出す感動の強力な烈原の一つであると目したサドロマゾシスムにつ

いていえば、それはまた性（sexes）を消し去るか、あるいはむしろそれを混ぜ合

わせるという利点をもっているのではないでしょうか？わたしにはそうである

と思えます、それに書いていて全く正しい方向に進んでいるのだとしづ実感を私

に与えてくれるもっとも幸福な瞬間は、書いている私が誰で、何者なのかという

ことが全く分からなくなるときであるようにも思えるのです。男性であると同時

に女性であること、おそらくは男性でも女性でもないこと、これこそが会制宇な両

性具有であり、書くことで私はその状態へと導かれてゆくのです180

エクリチュール（書く行為）によって、マンディアルグは男性で、も女性で、もない（同

時にどちらでもある）示制年な両性具有に近づくのだと書いている。そのような「書い

ている私が誰で、何者なのかJ分からなくなる存在へと近づくことは、まさに作家と

いう柄生の消滅、すなわち書く主体としての自己（アイデンティティ）の死に他なら

なし＼190 そして、サド＝マゾシスムという「性ニ存在Jを消し去る手段をもちいて自

らの死を演じる20、まさしくその瞬間ーエロスと死が交わる瞬間ーに、マンディアノレ

グは無上の幸福を感じるという。マンディアノレグのエクリチューノレが三島の割腹自殺

のシミュレーションであると考えるのはあまりに突飛品ぎるが、自らの消滅を願い、

死を演じるこうした身振りのなかに、三島という英雄に同化しようとする無意識の願

望の一部を透かし見ることができないだろうか。 「三島の作品の読書、私の彼に対す

る一種の信仰（culte）が、私がサドココマゾシスムの道を掘り進む上で励ましとなって

いることは確かです21Jと作家は語る。こうしである種の強迫観念のごとく、自らの

18 APM,SG,p. 160. 

19執筆に臨む作家の脳裡をよぎる死の意識について、マンディアルグは次のように書

いている。「〔白紙は〕空虚な鏡のようなもので、不安感をあおる。何らかの死の影が

この鏡と頭のあいだに滑り込むことなくして書くことはできなしリ（APM,Le Desan伽

de la memoireラen仕etiensavec Francine Mallet, Gallim紅d,1975,p. 181）。

20 C£ f読書あるいは執筆、受動的であれ能動的であれ、文学は一つの奇妙な劇場で、

ある、それは筆者自身にとって、無害の状態ではいられないという危検を苧んでいるJ
(APM, SG, p. 171) o 

21 APM, op.cit., p. 303. 
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三島岳紀夫とマンデイアルグ（ I) 一一英雄の誕生から『サド侯爵夫人jまで一一

死を英雄の死に重ね合わせながら、 1970年代以降のマンデ、イアノレグは、三島の亡霊に

取り選かれてゆくことになる。

ところで、マンディアルグは三島を需日制勺の作家の誰とも共通項でくくることがで

きないとする一方で、 「サド、サドとなら多分比較可能ですj と述べている。その根

拠として、自らが属する貴族階級を冒涜し続けたサドのスキャンダラスな行為と、自

分自身の肉体を破壊した三島の自殺が、どちらも「自分自身に対して加えられた冒涜

が直ちに栄光に逆転するJ逆説的な｛時象化の手段で、あったと説明する220 ギリシアの

アポロンやローマのアンティノウスに憧れて 10年以上もかけて鍛え上げた三島の肉

体と、中世の日新勺からサド家が属していた貴族F皆級一個人と社会の違いはあれ、長し、

歴史に彩られながら完成を遂げた栄光の対象をこともなげに破壊してしまう果断な

行動主義のなかに、マンディアルグは悲劇的ともいえる英雄性の本質を認めているの

である。多大な時間を費やして築きあげてきた鍾愛すべき対象の破壊、あるいは崩壊

というテーマは、三島の戯曲『サド侯爵夫人』のなかでも、この戯曲を執筆する直接

的な動機となった侯爵夫人ノレネの夫サド侯爵にたいする理想主義とその突然の瓦解

というテーマのなかに、その類型を探ることができる2¥ 「この二人の名前〔サドと

三島〕は私には本当に闘f的な街ですJと率直に語るマンデ、イアノレグにとって、この

こつの名前を結びつけた『サド侯爵夫人Jが、文字どおり離f的な魅力を苧んでいた

ことは美晶、えない。それゆえ、次章ではこの戯曲を取り上げ、翻訳から上演にいたる

までの過程を追いながら、再作家に通底する美学や文特晃の本質について考えてみる。

第二章戯曲『サド侯爵夫人Jの翻訳とパIJ公演

1. rサド侯爵夫人』をめぐるE仏の状況と翻訳までの足取り

マンディアルグとの会見を終え、 1965年 10月に東南アジア経由で日本に帰国した

三島は、その翌月の 11月、ダヌンツィオの戯曲『聖セパスチャンの殉教l（池田弘

太郎との共訳）を出版した後、 『サド侯爵夫人』を雑誌『文芸』に掲載し、河出書房

新社より出版する。それとほとんど時を同じくして、三島が顧問兼総責任者につき、

文学座から独立したばかりの新しい劇団 NLTによって『サド侯爵夫人Jは舞台にか

22 APM, op.cit., p. 298. 

23 C王「溢津龍彦氏の『サド侯爵の生涯』を面白く読んで、私がもっとも作家的興味

をそそられたのは、サド侯爵夫人があれほど貞節を貫き、獄中の長人に終始一貫尽し

ていながら、なぜ、サドが、老年に及んではじめて自由の身になると、とたんに別れて

しまうのか、という謎で、あったO この芝居はこの謎から出発し、その謎の論理的解明

を試みたもので、あるJ（三島由紀夫『サド侯爵夫人J初版〔1965年、河出書房新社刊〕

に付された「駿Jより抜粋）。三島由紀夫『サド侯爵夫人／わが友ヒットラーム新潮

文庫、 2004[1979], p. 220よりヲ開。
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けられ、 11月 14日の東京公演を皮切りに京都・大阪・名古屋・横浜と翌年7月まで

のロングラン公演が行われた－1966年 1月には芸折襟賞演劇部門を獲得した。寺山修

司の天井桟敷や唐十郎の状況劇場などのスペクタクル演劇が好評を博すなか、ほとん

ど動きがなく劇的状況も皆無と言えるこの純粋な台詞劇が興行的な成功を収めたの

は、こうした静的な舞台が逆に新鮮な驚きを観客に与えたことと並んで、三島戯曲の

最高傑作といわれるこの作品が、美学的かっ文学的に完成された空間のもつ緊張感を

舞台にもたらしたからであろうと推測される叱

日本で大成功を収めた『サド侯爵夫人』はその後、 ドナノレド・キーンによる英訳版

『サド夫人助damedeSはた』をもとに 1967年にアメリカで初の英語による上演が行

われ、さらに69年にフィンランド、 75年にはメキシコで海外公演が行われたO こう

してこの戯曲は、おもに舞台上演をとおして世界的な評価を獲得してゆくことになる

25a一方で、発刊から 10年近くを経てもなお、サドの本国フランスでこの戯曲が上演

されたという記録はなく、あまつさえフランス諸による戯曲の翻訳も出版されていな

かったO 宮崎正弘がその著書『三島由紀夫の現場Jのなかで指摘するように、 「世界

の中で三島文学の精神性に最初の理解を示したのは圧倒的にフランス人であった26J 

ことを考えると、 50年代のサド裁判も記憶に新しい当時のフランスにおいて、サドを

主題としたこの戯曲が 10年以上も日の目を見ることがなかったという事実は、非常

に不可解であったと言わざるを得ない。事実、 1961年にマルク・マクシミリアン訳で

『金閣寺』が刊行されたのを皮切りとして、 1970年 11月の自決以後に作家としての

三島への関心がにわかに高まりをみせたこともあり、 70年代の半ばにはすでに『豊穣

の海J全四巻を残して、主要作品のほとんどがフランス語に移されていた（なお『豊

穣の海J第一巻の『春の雪Jがはじめてフランス語に翻訳されたのは1980年である）。

こうした流れのなか、 1976年 11月にようやく、ドナルド・キーンによる英訳版のタ

イトルをそのまま援用したマンディアルグ、による初の仏語翻訳版『サド侯爵夫人

M必iamedeSadd一正確に訳すなら『サド夫人』ーが、ガリマール社より出版される

24演劇批評誌『シアターアーツ』は、 1994年、創刊記念特集「鞠麦戯曲の50年」で、

国際演劇評論家協会日本センターに所属する全員を対象にアンケートを実施した。

「戦後戯曲の代表作と思われる戯曲を一人 20本ずつJ列挙する形式で、一位に選ば

れたのが、三島の『サド侯爵夫人』だ、ったO Cf有元伸子、久保田裕子編『21世紀の

三島由紀夫l、翰林書房、 2015,p. 294. 
25 1990年にはスウェーデ、ン語訳（ワダ、とバールンドの共訳）で、イングマーノレ・ベ

ノレイマン監督によってスウェーデ、ン王立劇場で上演され、そのスウェーデ、ン語の翻訳

劇がそのままアメリカで満場の観客を前に上演された。また 2009年にイギリスで上

演された擦には、二ヶ月間のすべての日程が売り切れになったという。 Cf島内景二

『三島由紀夫』、ミネルヴァ書房、 2010,p. 176. 

26宮崎正弘『三島由紀夫の現場よ並木書房、 2006,p.51. 
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にいたったので、あるO

2. rサド侯爵夫人Jと『イザベッラ・モッラ』

短篇作家としての長いキャリアと、長篇小説『余白Jが 1967年のゴンクーノレ賞を

獲得したことで、 70年代まで、のマンデ、イアルグは一般に、小説家としての認知を受け

てきた。しかし作家キャリアの後半にさしかかった 70年代に入って突如、それまで

ついぞ手を染めることのなかった演劇というジャンルに開眼し、 73年に戯曲『イザベ

ッラ・モッラ IsabellaMorraJを、 79年には二作目となる戯曲『世紀末の夜 LaNutt 

dαlairdを執筆し、いずれも出版直後に舞台化している。創作における「対話 dialogue」

を極端に苦手としていたマンデ、イアルグは、この作家としての弱点を克服すべく、あ

えて台詞のみでテクストを構成する戯曲としづ未踏のジャンルに挑んだ、のだ、った27a
また劇作家として創作にはげむ一方で＼マンディアルグは 73年にオクタヴィオ・パ

スのスペイン語の戯曲『ラパッチーニの娘 LaPille de RappacciniJを翻訳・出版し、

外国語のテクストを母語へと移す作業をとおして、劇作品のもつ独特の文体を積極的

に自分のなかに取りこもうとしていた。そうしたなか、 74年4月に彼の処女戯曲『イ

ザベッラ・モッラJをパリで上演したルノー：バロー劇団の出版担当兼演出家のシモ

ーヌ・ベンムサから、三島の『サド侯爵夫人Jを訳してはどうかとし1う打診を受けた

のである。英訳版に目を通したマンディアルグは、この作品を「今世紀に入って書か

れた最大の戯曲28Jと手放しに称え、すぐにその翻訳作業にとりかかることになる。

ドナノレド・キーンによる英訳版からの重訳を避けたかったマンデ、イアルグは29、当時

パリに留学中で、あったヴァレリー研究者の三浦信孝に頼んで日本語からの逐語訳を

用意してもらい、この逐語訳と英訳版とを携えて、 1975年の夏、イタリアのトスカー

ナ州南部の町モンテフツレチアーノで、 1ヶ月半ほどを費やして翻訳を完成させた。翌

1976年日月にガリマール社から出販され、その勢いのまま、翌月の 12月はじめに、

『イザベッラ・モッラJの舞台化を請け合ったルノー＝バロー劇団により、パリのプ

チ・オルセー劇場で、フランス初となる『サド侯爵夫人Jの自国語による上演が実現し

たのである。このパリ公演の後、巨本財団と三島の妻－：B喜子夫人の招きで、同劇団は

27マンディアルグの戯曲をめぐる当時の状況については、拙論 fマンディアルグの戯

曲『イザベッラ・モッラj－演劇的フィアスコと「残酷演劇jの理論をめぐってJ（『仏

文研究』第49号、 2018,pp.75-101）を参照のこと。

28 APM「作家の苅哉一書くことと話すこと－J、『新劇J、白水社、 1979年 12月、 p.67.

29 しかし三島本人は生前、英語以外の翻訳に関しては、英語からの重訳を望んでいた

としづ。その理由をドナノレド・キーンは「英語への鋭い感覚というものを彼は持って

いたのですが、例えばフランス語などに対してはまったくだめでした」と述べ、「長

い間ヨーロッパには日本語の文学作品を翻訳できる学者が少なかったJためと説明し

ている。 α f21世紀の三島由紀夫』，op.cit.,p. 307. 
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1979年に来日し、仏語版『サド侯爵夫人』を東京と京都で上演したーその際、マンデ

ィアルグ自身も劇団に帯同して来日し、ボナ夫人とともに何度も三島の家を訪ね、 E喜

子夫人の案内で、三島が夜通し執筆を続けていた屋根裏の書斎を見学している。

戯曲『サド侯爵夫人』は、 18世紀後半のパリを舞台に、サド侯爵夫人ルネのサロン

に集う 6人の女性を唯一の登場人物として、一幕ごとに 10年ほどの時間的経過をと

もなう全3幕の台詞劇である。侯爵夫人ルネ、ルネの母モントルイユ夫人、そして妹

のアンヌの3人が宗主したサド家の親類で、美徳の側を代表するシミアーヌ男爵夫人、

新患の領rJを代表するサン・フォン伯爵夫人、そして庶民を代表する家政婦シャルロッ

トの3人が架空の人物として登場する。三島日く、これは「女性によるサド論」であ

るから、サド夫人を中心に、各役が女性で臨められなければならず、そのよで「サド

夫人は貞淑を、夫人の母親モントルイユ夫人は法・社会・道徳、を、シミアーヌ夫人は

神を、サン・フォン夫人は肉欲を、サド夫人の妹アンヌは女の無邪気さと無節操を、

召使シヤノレロットは民衆を代表して、これらが惑星の宙子のように、交錯しつつ廻転

してゆかねばならぬ30Jのである。各人がこうして己に割り当てられた役割を引き受

けながら、欠席裁判のごとく、投獄されて不在のサド侯爵をめぐって善と悪の本質に

ついて議論を戦わせる。つねにサド侯爵一三島の原作で、ルネは夫を「アルフォンスj

と呼ぶが、マンディアルグの翻訳で、は「ドナティアンJに呼び名が変更されている31ー

ーの倶rJに立って献身的な妻として振る舞い、自由の身となった彼に再会することだけ

を唯一の希望としてきたルネが、第3幕のクライマックス、革命政府によってパステ

ィーユの科試から解放され、およそ 20年ぶりに自邸に帰ってきた夫を召使いに命じ

て門前払いにし、 「侯爵夫人はもう決してお目にかかることはありますましリと毅然

と言い放ったところで舞台は幕となる。

別役実は、この戯曲全体をつうじて唯一の「演劇的行為Jといえるのが、このルネ

によるサド侯爵の拒絶の場面であり 「それ以前のすべてはその一つの行為を行為

たらしめるための状況設定Jに過ぎない、と鋭く指摘する。そして、 「戯曲は、サド

夫人の行為の手埼命理的なるがゆえのリアリティを強調しているのではない。むしろ、

30三島 f政（『サド侯爵夫人』） J , op.c立.，p.220.

31サド侯爵の正式名称「ドナティアン・アルブオンス・フランソワ・ド・サドDonatien

Alphonse Frarn;ois (M訂quis)de Sade Jから、三島はセカンド・ネームのアルフオンスを

選択したが、マンディアルグは「サド侯爵にふさわしくない平凡で、滑稽な名前」であ

ると判断し、ファースト・ネームであるドナティアンに修正した。その他、サド逮捕

に関するいくつかの年代の誤りを修正した以外は、 「原文に忠実な翻訳Jであるとマ

ンディアルグは強調している一事実、フランス語のテクストの表紙には「翻案

adap泊tionJではなく、 「翻訳 versionJと記載されている。 C£APMf三島由紀夫につ

いていop.cit.,pp. 302-303. 
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ほとんどリアリティを損うほど、夫人の行為を論理的なものに仕立てているのである。

我々観本の内に残るのは、サド夫人の実在性ではなく、それを実在たらしめた論理の

ほうなのだ32Jとこの戯曲の本質を要約している。すなわち、この戯曲において重要

なのは、登場人物の「実在性」ではなく、登場人物の台詞によって構築される「論理」

のほうなのだ。無駄なアクションの一切を削ぎ務とし、赤羽牢に登場人物問士の対話の

みで構成されたデ、イクション劇、言うなれば役者自体を透明な記号に還元し、その記

号の措く論理の軌跡のみを見せる舞台であると言うことができる。三島自身も、この

戯曲の主たる自的は、サド夫人の突然の心変わりの謎を「論理的に解明jすることで

あると明快に述べているが、そのための演出指示として次の点を強調している。

舞台の末梢的技巧は一切を排し、セリフだけが舞台を支配し、イデ、エの衝突だ、け

が劇を形づくり、情念はあくまで理性の着物を着て歩き廻らねばならぬ。自のた

のしみは、美しいロココ風の衣裳が引受けてくれるであろう。すべては、サド夫

人をめぐる一つの精密な数学的体系で、なければならぬ330 

舞台を数学的に計算された、きわめて知的な構造体とすること、そしてその「数学的

体系」のなかで役者は、可視化された抽象概念として、すなわち軒患や美徳などの「イ

デエj を代理する記号として、行為によって「見せるjのではなく台詩によって「開

かせるJために郁生せねばならない。三島のこうした意図を即座に理解したマンデ、イ

アルグは次のように語っている。 「英訳を読んだ段階で、私は、この作品が一切の演

劇的効果をはぎとろうとした演劇作品であること、おそらくは現代におけるもっとも

知的な演劇作品であることに驚かされました円。先の別役の指摘にもあったように、

「一切の演劇的効果Jすなわち役者のアクション（実在性）をはぎとった結果として

の、論理のみによる「知的な演劇作品jである点がこの戯曲の本質なのである。そう

した本質をみとめ、作品自体がもっ反日新t的ともいえる演劇性そのものに、マンディ

アルグは驚きを表明したのである。パトリス・シエローを代表とするロマンティック

な演出がパリの演劇界を席巻していた当時、こうした古典回帰ともいえる主観年な台詞

劇は、たしかにひとつの驚きで、はあった。しかし、マンディアルグのこの驚きのなか

には、たんに『サド侯爵夫人』の知的構造にたいする驚きのみならず、劇作家マンデ

ィアノレグとして数年前に体験した、まったく同じひとつの状況にたいする鮮烈な記憶

32 551J役実「三島戯曲の方法意識一『サド侯爵夫人』の構造J、『ことばの創りかたよ

融リ社、 2012,pp. 146-147 et 151. 

33 三島「践（ wサド侯爵夫人J) J , op.cit., pp. 220同221.

34三女子郁朗「時間の黄金一アンドレ・ヒ。エール・ド・マンディアノレグ京都講演よりJ' 

op.cit., p. 95. 
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が結びついているのである。

じつに奇妙な一致というべきか、運命的な偶然ともいえるのだが、『サド侯爵夫人』

を知る前年の 1973年に出版・上演された処女戯曲『イザ、ベッラ・モッラ』において、

マンディアルグは三島のこの戯曲とまったく同じ構造を採用しているのである。すな

わち rィザベッラ・モッラ』とは、 16世紀に南イタリアで、起こった事件に取材し、そ

の悲劇に関与した実在のモデルを登場人物にもちい、ヒロインのイザベッラを「詩（ポ

エジー） J iこイ七身させることで「美徳Jの側に立たせ、その詩を抹殺しようと彼女を

拷問する 3人の兄弟を「俗物Jや「新恵」の側を代表させることで、両陣営の対照関

係を軸に展開する戯曲である。さらには「舞台に一度も登場しないj ドン・ディエゴ

としヴィザベッラとの不倫関係を疑われた不在の登場人物をめぐって、まさに欠席裁

判のごとく、議論によって互いの主張を戦わせる京樹年な台詞腐なので、あるO 劇的なア

クションの一切が排され、論理のみが舞台の進行を支配する、まさに『サド侯爵夫人』

を予感させるような内容で、あったO しかし、当時の劇評において「舞台芸術の要求に

ほとんど心を砕くことのない人聞が考えついた静的な作品Jだの、 「イザベッラが生

き、語ることのすべては、夢や想像の産物である。彼女は内的にしか生きておらず、

そのエロティスムは知的なものでしかなしリなどと西信平され、ジエラールヰドニ・フ

アノレシーがいみじくも「演劇的フィアスコ（しくじり）」と表現するような惨陰たる

結果に終わったので、ある3＼こうして劇作家としての前途に冷や水を浴びせられ、失

意に沈むマンデ、イアルグが、この上演からほとんど時をおかずに手にした作品、それ

が英訳版の『サド侯爵夫人』だ、ったので、あるO それまで翻訳も上演記録すらもなかっ

たこの戯曲の中に、英雄と仰ぐ人物と自分との創作上のシンクロニズムを発見したと

き、どれほどの慰めとどれほどの感動が彼を襲ったことか、推して知るべしで、はなか

ろうか。劇作家としての道をほとんど閉ざされかけていたマンディアルグにとって、

『サド侯爵夫人Jは、希望と救済をもたらす福音のように響いたはずである。この戯

曲の翻訳と上演はそれゆえ、マンディアルグのその後の劇作家としてのキャリアを左

右するほどの、重要な転換点で、あったと言えるのである。ウェノレギリウスに導かれる

ダンテのように、翻訳作業をすすめながら、マンディアルグは英雄の導きを身内に感

じていたのではないだろうか。

3. 『サド侯爵夫人』のパリ公演： 「女形Jの役割をめぐって

1965年 11月に東京で上演された劇団NLTによる『サド侯爵夫人』は、豪華絢嫡な

ロココ風の衣裳を着た6人の女優によって演じられたO 松浦竹夫による演出ではある

が、この劇団の顧問で、ある三島の意向を忠実に反映した舞台で、あったことは間違いな

35 このあたりの状況に関しては、上掲の拙論「マンディアルグの戯曲『イザ、ベッラ・

モッラJJJにおいて詳しく書いたので、そちらを参照のこと。
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い。それゆえこの舞台こそが三島の考える新劇あるいは翻訳劇の形式一一フランス演

劇の形式を日本の新劇がもっ伝統的な翻訳劇の形式に落とし込んだ形式ーーをもち

いた『サド侯爵夫人Jの理想的な演出であり、以後、自本での上演はこの舞台を原型

に発展してゆくことになる。

しかし、 1976年 12月初旬にマンディアルグのテクストをもちいてパリのプチ・オ

ノレセー劇場で、上演されたジャン＝ヒ。エール・グランウ、アル演出によるノレノー＝バロー

劇団の『サド侯爵夫人』では、このオリジナルの舞台とはまったく異なるアプローチ

がとられた360 すなわち、衣裳と舞台を担当したギスラン・ユリーによって、三島の

ロココ趣味はことごとく否定されて、簡素なドレスがこれに取って代わり、色彩や照

明も極端に制限され、くすんだ灰色の敷物と姿見が一枚あるだけの、限りなく無に近

い抽象的な空間が用意されたので、あった（むろん 79年の日本公演でも、このパリの

舞台演出はそのまま踏襲された）。三島は 1967年に中央公論社から出版された『サ

ド侯爵夫人J豪華版の「補政」のなかで、 「フランス 17世紀18世来日文学の抽象的性

格は、居宅や衣服の獄市過鶏と相関関係にあると脱んでいたが、従って、もしそれを、

E本的簡素や単純と混同したら、大まちがし1を演ずると考えていた37Jと書いている。

すなわち、三島にとってロココ風の豪華衣裳は、日本的な「｛宅び・寂びjが徹底して

簡素な形式を要求するのとは逆に、西洋的な抽象観念と相補的に結びつき、その論理

の透明性を視覚的な過剰によって支える土台のような役割を果たしていたのである。

76年のパリの舞台は、こうした原作者の発想をことごとく退け、装飾における一切の

無駄を削ぎ落とし、絡枠に「台詞だけを聞かせる舞台Jを用意した。あくまで三島が

舞台に期待した「一つの精密な数学的体系Jをヴィジュアル面において忠実に再現し

ようとしたのである。マンディアルグ自身が監修をつとめたこの舞台には、当然なが

ら、彼の意向が少なからず反映されていたはずである。余計な技巧の一切を排し、三

島の言葉が紡ぎ出す隠日食の美しさと説得的な論理の力を、シンプルにフランスの観衆

にぶつけることだけに集中した舞台からは、三島の言葉（とそれを伝える自分のフラ

ンス語）に絶対の信頼を置くマンディアノレグの作家としての衿持や喜信とともに、抜

き差しならぬ状況に身を置いた劇作家としての覚悟のほどを感じ取ることができる。

ところで、三島は 1965年 11月に上演された『サド侯爵夫人Jのプログラムで次の

36ジャンェピエール・グランヴァル（Jean-Pie立。Granval）は、ジャンェルイ・ノミロー

の妻マドレーヌが先夫とのあいだにもうけた一人息子。 1946年の劇団設立当初からの

メンバーで、あり、はじめは役者として活躍したが、その後演出家に転身した。三島の

戯曲の演出には必ず被が起用され、 76年の『サド侯爵夫人』のほかに、マンディアノレ

グによる三島戯曲の翻訳第二弾となる『熱帯樹 L'Arbredesか・opiques』 (84年刊）の

演出も彼が手がけており、 85年にパリのロンココポワン劇場で上演された。

37 コ怠「豪華販のための補政（『サド侯爵夫人』） J , op.cit., p. 229. 
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ように書いている。 「しかし女ばかりの舞台では、声質が単調になりがちで、 （これ

は宝塚の舞台を、考えればすぐわかる）、殊にセリフ本位の芝居の場合は、それが心

配になり、構想中、老貴婦人の役を出して、女形で、やらせる、とも考えたが新劇に

おける女形演技の無伝統を思うと、それも怖くなってやめてしまい、結局女だけの登

場人物で通すことにした38」。あくまで新劇風の演出を目指した三島にとって、歌舞

伎の伝統的な「女形Jを採用することは、徹底して西洋化された舞台に和の様式美を

加えることで、ちぐはぐな印象を観客に与えてしまうため、初めから断念せざるを得

ない構想で、あったO この点に関して、 1986年3月に『サド侯爵夫人』がパリで再演さ

れた際に行われた対談のなかで、マンディアルグは、 「わたしにとって危倶すべきこ

とがあるとすれば、それは女性の役を男性が演じてしまうことです列と、三島を代

弁するかのような発言を残している。というのも、 76年の初演以来じつに 10年ぶり

にパリで再演された、ソフィー・ルカチェアスキー演出によるこの86年の舞台は、女

性用のドレスを着た 6人の男優によって劇のすべてが演じられたからで、ある一同年

11月にギリシアのアテネで行われた舞台では、開演出に加え、さらに（日本の着物を

意識した）ゆったりとした絹の衣裳が用意された。以来、パリにおける公演では、日

本の女形としづ伝統を積極的に演出に取り入れようとする動きが顕著となる。 1993

年のオリヴィエ・フーベール演出による 3度目のパリ公演では、ふたたび女優による

舞台が戻りはするが、 4度目のパリ公演となる 2004年のアノレプレード・アリアスの演

出では、日本の着物を着たアリアス自身が能面をつけてルネ役を演じ、女中のシャル

ロット以外はすべて洋服を着こんだ素面の男優で屈めるとしづ大胆な創意を示して

いる。つづく 2008年のジャック・ヴィセー演出によるパリ公演では、アリアス演出

とはまったく逆に、女中のシャルロットのみが男性によって演じられたーちなみに、

すべての公演で、マンディアルグの翻訳が台本に用いられている。

1986年にモントルイユ夫人を演じたディディエ・サンドルは、雑誌の取材にたいし、

「パロディーや物まねとして女性を演じるのではなく、女性としづ記号となった男性

を演じることJで、 「いっそう感性を研ぎ澄まし、さらに先まで進むことができたの

です」と答えているぺ当時の劇評をいくつか参照すると、 「0肖憂たちは、女装とい

う畏に溶ちることも、男性と女性が同居するある種の無性的（ぉexuee）な状態へとご

まかすこともなく、女性性の向こう側へとすすんでいる町、とサンドルの意見を裏

38三島「『サド侯爵夫人』についていop.cit.,p. 222. 

39 Cite par Marion Scali et Kina Lillet《LβChaixde Sophie≫, Liberation, 19 mars 1986. 

40 《DidierSandre : Madame de Mon岡山1≫, Le Quotidien de Paris, 4 mars 1986. 

41 Pierre Marcabm, ≪ Curiosite也話回1e：ル命damede Sade de Yukio Mishima ≫, Le Figaro, 13 

mars 1986. 
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書きするような評から、 r B本的抽象化をほどこした舞台刊、あるいは「彼らの演

技に魅せられた観客は彼らの十生活rJを忘れ、それを思い出すことなく、演劇の正確なり

ズムや運動のなかにとらわれてゆく刊と論じる評までさまざまである。総じて、記

号としての女性を演じる男優としづ発想が、 「f生活日sexeJを超越した属性を登場人物

に付与し、それが論理によって抽象化された舞台をさらに抽象化する効果一異化効果

ーを生みだすのだと好意的に論じる語調が目立つ。なかには、 「｛jl:t憂は西洋的な女装

（回vesti）から日本的な女形（oyama）へと傾き、たえず揺れ動いている刊と、日本

と西洋の文化のあいだで葛藤する俳優の身体こそがこの戯曲の見物であると言わん

ばかりの言稲荷も見られる。 2004年に、能面・カツラをつけて芸者のような衣裳でルネ

を演じた演出家のアリアスもまた、 「私は素面では三島のテクストを演じることはで

きなかったで、しよう」と素直に告白しつつ、 「言葉へと踏みだすためには、こうした

別の『自己 moiJを演じる必要があったので、すj と答えている4＼歌舞伎の女形にた

いする安易な角特穴、日本文化を意識した外連味たっぷりの演出、といった日本人の視

点からの批判はひとまず控えるようにしよう。その上で、サンドルの場合は性を越え

た荷主へと化身するため、アリアスの場合は自己を超越した境地にいたる発的某として、

女性性を「仮象Jあるいは「仮面」として利用したのだと主張しており、フランス・

メディアもその意図におおむね賛同の意を示している。どちらの場合も、 「系樹年に言

葉と向き合うためにJというこの台詞劇の特質を理解した上での判断であるのだろう

が、 「女性Jと「ロジック（論理） Jを切り離してーすなわち「女性性j という

的部分を捨象して一、京樹争に「ロジックJのみを追求しようとするこうした演出の方

向性は、果たして原作者の意図にかなっていると言えるのだろうれ〉

日本で『サド侯爵夫人』が演じられる場合、一部の例外は別として話、男性の登場

人物が舞台上に王殿Lることはほとんどなし」近年の鈴木忠志演出では、舞台の最初と

最後に「男jが登場してト書きを読み上げるが、これは男の脳内で女たちの劇が展開

されることの暗示であり、劇中に男性が登場したことにはならない。とりわけ「女形j

という柄生は、所作とともに女性の主観的な情緒を演ずる日本国有の街持であるわけ

だから、鶴見的な乾いた論理を治々と女形が弁ずる姿は、 E本人の感覚からすると噴

42 Annelle Heliot, ≪ Madame de Sade : cherchez la femme ≫, Le Quotidien de Paris, 3 mars 
1986. 
43 Marion Scali et Kina Lillet,ぽt.cit..

44 Annelle Heliot, ≪ Madame de Sade ≫, Le Quotidien de Paris, 12 ma回 1986.

45 Propos recueillis par Odile Quirot,《 MoiラMadamede Sade ≫, Le Nouvel observateur, 11 
mars 2004. 

46たとえば2011年、男優ばかりの同一キャストで『サド侯爵夫人Jと『わが友ヒッ

トラー』（1968年 12月干むを交互上演する蜂）, ，幸雄演出「ミシマダブノレJが渋谷のシ

アターコクーンで上演された。
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飯物であろう。女形としづ役柄をめぐっては、たんに「女装をした男性が女性性を演

じる」という意味以上に大きな隔たりが、フランス人と日本人の感覚のあいだにはあ

る。またこの戯曲は、けっして世間には受けし1れられないサド侯爵という一人の男性

の悲劇であると向時に、女性によるその魂の救済という側面もある。樹軒諺は、「戯

曲の大詰めで、作者はおそらく、悲J劉というものが本質的に男の領分に属するもので

あるとしづ、そのイロニーを読者に投げつけて、筆を摺かずにはいられなかったので、

あろう47」と書いている。究極的には男性の劇であるとしづ逆説が この戯曲を二重

に構造化し、女性の役割をいっそう引き立てるのである。なぜマンデ、イアルグが「女

性の役を男性が演じてしまうJことに恐れを抱いていたのか、それはこの劇が、男性

の論理という枠を通して女性が演じる劇で、あったからに他ならないD こうした原作者

の意図を、マンディアルグは正しく理解していたのである。そうした意味で、マンデ

ィアルグ監修によるルノー＝バロー劇団の 76年の舞台は、正統的な三島角特穴だ、った

と言えるのではないだろうヵ、

次章では、この戯曲のテクスト分析をとおして、サド侯爵という共通の磁場を介し

て重なりあう、三島とマンディアルグの思想上の接点を探るO

第三章 『サド侯爵夫人』の構造と主題にみる三島とマンヂィアルグの交点

1. f美徳jと「悪徳」の対立構図

『サド侯爵夫人』には明らかにフランス 17堂紀の吉典悲劇、とりわけラシーヌの

影響が見られる。三島のラシーヌ礼讃は有名で、シェークスピアのように舞台上で殺

害の場面を演じるようなドラマティック演劇よりも、 リリスムと感傷とロマンチス

ムの完全な欠如」からくる f硬質な透明白を表現するラシーヌ劇を積極的に言判面し

ていた480 事実、三島は 1955年に、 『フェードル』を浄瑠南に翻案した『芙蓉大内実

記』を書いており、さらに 1957年にはラシーヌの悲劇『ブリタニキュス』の翻訳劇

（安堂信也の翻訳をもとにした三島の翻案）を上演し、みずからローマ兵の役を演じ

ている。後者の劇の特質を三島は次のように述べている。 「『ブリタニキュス』のよ

うな古典悲劇は、すべてが台詞、台詞、台詞で、あって、そこには脈々と、西欧の劇の

源流であるギリシャ古劇の、ディスカッションの伝統、劇的対立の伝統、劇的状況の

極度の単純化の伝統、抽象化の伝統、反写実主義の伝統、劇的論理の厳格性の伝統が

流れている49」。またドナルド・キーンは、ラシーヌ劇に登場する女性に間有の「冷

47樹畢「サド侯爵の真の顔j，ψ.cit.,p. 118. 

48 Cfドナルド・キーン「三島とラシーヌ」、品位SHIMA！三島由紀夫の知的ルーツと

国際的インパクトム昭和堂、 2010,pp. 203-204. 

49 Ibidラp.209.より引用。
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艶Jとしづ概念が、三島の理想、になったのだ、と指摘する500抽象と厳格の支配する「硬

質な透明白を目指す舞台、そのなかで情念の炎を内に秘めた「冷艶jな女性が、台

詞によるディスカッションを中心として構築する麟的な緊張感、こうしたラシーヌ劇

のもつ特質を自身の戯曲として実現した作品が『サド侯爵夫人』なのである。

ラシーヌ劇のフェードルのように、リリスム（情念）をロジック（論理）でコーテ

イングする冷艶な女性像は、侯爵夫人ルネのなかに結品化されている。第2幕で妹ア

ンヌが、姉のルネにたいして次のように言う笛所がある。以下に、三島の原文とそれ

に対応するマンテ、イアルグのテクストを併記する。

お姉様は何でもそんな風に、理解と詩で、アノレフォンスを飾っておしまいになる。

詩で茸鵠卒する。あんまり神聖なものや、あんまり汚ならしいものを理解するただ

一つのやり方。それは少なくとも女のやり方じゃありませんわ510

Yous脳 sseztou ours p紅白tjoliverDona加 devos comparaisons et de vos images 

poetiques. Yous comprenez tout a travers la poesieラ cequi est peut-e佐ela seule fac;on 

d’accepter ce q白 紙extremementsaαe ouex悦mementpro色ne.Mais ce n’est pas une 
怠＜；onde femme52. 

ルネは、みずからの身内にわだかまる「神聖なもの saα・eJと「汚ならしいもの pro伽1eJ

を、 f詩 poesieJによって理解しようとするのだとアンヌは指摘する。すなわち、反

対物が共存する混沌とした内面の情念世界を、 「詩J （マンデ、イアルグの訳では「詩

的比喰と詩的イメージJ）によって、ひとつの美しい表現に還元することで、サドと

いう自分に理解できなし1荷主を理解しようとしているのだとし1うことである。この劇

がつねに「郵悲j と「美徳jの対立ーサド的なテーマーを軸に展開していることを念

頭に置くと、つねに「貞淑 fideliteJと周りから評価されるルネは美徳を代表する側に

濡し、一方で、獄中のサドは、当然ながら悪守忠を代表する側に属すことになる。サド

に貞節を誓い、彼の帰還を待ちわびるルネは、必然的に、悪徳と美徳、を平等に抱える

栴主となる。すなわち彼女は、劇中において、美徳、と悪徳の対立を解消する役割をに

なった存在なので、あり、その解消のための手段が「詩Jであるというわけである。

い方を変えるなら、悪徳、という毒を腹中にかかえたルネが、みずからの美徳という抗

so Ibid, p. 204. 

51三島『サド侯爵夫人J, op.cit., pp. 57四 58.以後この本からの引用は、本文中に作者’一

島）と頁数のみで示す。

52 Yi出 oMishimaラ Madamede Sade, version企anc;aiseぬb五epぽ AndrePieyre de 
Mandi訂guesd’apr，とsla出 ductionH性eraledu japonais de Nobutaka Miura, Gallimard, coll.《

DuMonde entier ≫, 1976, p. 60.前注同様、このテクストからの引用も以後、本文中に作

者（APM）と頁数のみで示す。
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三島由紀夫とマンデイアルグ（ I) 一一英雄の誕生から『サド侯爵夫人』まで一一

体によって「詩Jという解毒剤を作り出すことで、人格の安定を保っているのである。

こうしたルネを、詩を解さぬ俗物の典型である母のそントノレイユ夫人は次のように評

するしかない。 fお前は聖いもの（sacre）と潰れたもの (ignoble）とを一つなぎ、にし

て、自分をおとしめているJ （三島、 p.40; APM, p. 41）。

2. サド的神秘主義： r聖なるものjの概念をめぐって

マンディアルグは『サド侯爵夫人』翻訳の二年前に執筆した戯曲『イザベッラ・モ

ッラ』について、次のように語っている。「これ〔『イザベッラ・モッラ』〕は詩(poesie)

を主題とした戯曲です、そしてわたしの知るかぎり、詩を主題とした最初の戯曲なの

です。正確には、近親相姦的な嫉妬を基調とした詩の暗殺腐なのです-53」。 『イザベ

ッラ・モッラ』のヒロイン・イザベッラは詩人として名を残した 16世紀の実在の人

物である。史実に取材したこの悲劇は、詩人としてのイザベッラを「肉欲」や「薪恵J

の化身たる兄弟三人が惨殺する物語である。まさに俗物による「詩の暗殺劇jである。

女性と詩を同一化してしめし、それを新恵の側から攻撃させる構図は、 『サド侯爵夫

人』と類似する。ただ、一点違っているのは、イザベッラが詩によって悪徳を退けよう

としたのに対して、ノレネは新恵を詩によって美徳に融合させようとしている点である。

それは第2幕における次のルネの台詞に典型的に表されているO

あなた方は御存知ないんです、蓄額と蛇が親しい友達で、夜になればお互いに姿

を変え、蛇が頬を赤らめ、蕎殺が鱗を光らす世界を。兎を見れば愛らしいと仰言

り、獅子を見れぼi布ろしいと仰言る。御存知ないんで、す、嵐の夜には、かれらが

どんなに血を流して愛し合うかを。神聖も汚辱もやすやすとお互いに姿を変える

そのような夜を御存知なし、からには、あなた方は真織の脳髄で蔑んだ末に、そう

いう夜を根絶やしにしようとお計りになる。 （三島、 pp.85-86) 

Vous ignorez tout du monde o主larose et le serpent sont assez白血nespoぽ echangerleurs 

apparences必nsla nuit, de telle白90nque les joues du serpent rougissent et que la rose se 

comrre dモcaillesbrill組記s.Devant un levraut, vous <lites：《Qu'il est gentil ！》Etdevant 

un lion : ≪ Qu'il est te出ble！》Maisvous n'avez aucune idee des nuits de tempete oむilsse 

sont盟国ゐnsune commune effusion de sang. Vous ne sauriez concevoir les nui包 de

memeso抗eou la saintete prend l'aspect de l'ignom血ieetreciproquement. (APM, p. 91) 

ルネはここで、 「真鎌の脳髄 tetede laitonJ （マンデ、イアルグ訳で、は、次の文中にこ

の語が組み込まれている）しか持たぬ凡庸の徒には、こうした醜と美（蛇と蓄積）、

53 APM, ≪ C’est la poesie qu’on assassine ... ≫, en柱。tienavec Jean-Louis Ezine, Les Nouvelles 
litterairesラ6同 12mai 1974, p. 21. 

48 



三島出紀夫とマンディアルグ（ I) 一一英雄の誕生から『サド侯爵夫人Jまで…ー

強と弱（獅子と兎）、そして「神聖 sainteteJと「汚辱 ignominieJがひとつの価値と

なって結ぼれる詩的な世界を知ることはできないと痛烈に批判する。この台詞はその

まま、第2幕のノレネの最後の台詞「アルブオンスは、私だ、ったのです Donatien,c’estmoi」

（三島、 pp.88-89 ; APM, p. 94）に呼応し、さらに第3幕クライマックスにおける「ジ

ュスティーヌは私で、すJustine,c’est moiJ （三島、 p.117; APM, p. 124）という彼女の

台詞へとつながるO 樹畢龍彦の翻訳に三島も序文を寄せた『ジュスティーヌあるいは

美徳の不幸Jにおいて、サドは、美徳の化身として描いたジュスティーヌをあらゆる

野患にさらし、最後は綾辱の果てに落雷死させる。いわばサドという悪徳の神（作者）

のはなった怒りの雷によって、最後、美徳、（ジュスティーヌ）は断罪されるのである。

ジュスティーヌと自分を同一視するノレネは、天使の燃える槍によって刺し貫かれた霊

テレサのように、サドという野忠の神より発する天啓の光（稲妻）によって身を貫か

れ、宗教的な死（怯惚）を体験した神秘思想家に類似している。事実、この最後の台

詞のあと、ルネはサド本人に会うことなく、回心したかのように、そのまま｛釘萱院に

入る。こうした彼女の決心をマンテ、イアノレグは「サド的神秘主義Jのなかに閉じこも

る行為であると指摘し、次のように語っているO

その目的とは、宇宙のサド的結晶化、 〔言いよどんで〕つまり彼女は、サドによ

って企てられた精神の構築、一種のバベルの塔、天まで届く「悪」の塔を打ち建

てようとする、あるいはこの建築が完成されんことを激しく願うのです。 3幕で

サド夫人は、観客にむかつてあたかも一つの聞を突きつけるように、われわれが

いま住んでいるこの世界は、サド侯爵が創った世界なのだ、と宣言するのです5¥

「宇宙のサド的結品化」とは、サドとしづ神の視点を借りて、 「悪の塔jの上から、

「神〔サド〕が創った世界Jを角杯穴することである。この戯曲が一貫してサドを「不

在Jとしていることには大きな意味がある。マンディアルグが別の箇所で「しかしこ

の作品の中でサドについて語る六人の女性は、十字安息こかけられた主について語る六

人の弟子を連想させると思うのです55Jと述べているように、この戯曲を司っている

のは神と想定された不在のサドである。島内景こも、マンディアルグと間様に、 「限

界のある人間は、広大無辺の『神』の実像を知り得ない。だから人間たちは三者三様、

十人十色の f私の考える神Jという小さなイメージ（像）をそザイクのように無数に

寄せ集めて、神の実態に迫ろうとする56Jと書いている。その上で、第 2幕のルネに

よる次の台詞は、彼女の「サド的神秘主義」の実態を解く鍵として重要である。

54 APM, op.ciムpp.299-300. 

55 APM，ジャンエノレイ・バロー他「パリの『サド侯爵夫人JJ , op.cit., p. 325. 

56島内op.cit.,p. 176. 
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アルフォンスはならずもので、はございません。あの人は私と不可能との間の関の

ようなもの、ともすれば私と神との間の関なのですわ。泥足と東京で血みどろの足

の裏に汚れた関。 （三島、 p.82) 

Donatien n’est pas un coquin. C’est une sorte de seuil en出 moi叩 emeeti’impossible, ou 

peut岨etreentre Dieu et moi ; seuil que souillent des piedsお1geux,des pieds blesses p訂 les

epin凶 duchemin. (APM, p. 87) 

この台詞から明確に分かることは、サドのことを神と自分との聞の f関 seuilJと喰え

ることで、サドの哲学ーすなわちサディスムーを介して神の領域に近づくことができ

るということを告白しているのである。 「私たちが住んでいるこの世界は、サド侯爵

が倉IJった世界なので、ございます」 （三島、 p.118; APM,p. 125）と第3幕で言い放った

ノレネはさらに、「アルフオンスは天国への裏階段（unescalier derobe qui vajusqu'au ciel) 

をつけたのですJ （三島、 p.119 ; APM, p. 126）とキリスト教信者としてはあるまじき

言潰的な言辞を吐く。第 2幕ではまだ神と自分とのあいだの「関Jで、あったサドが、

第3幕ではほとんど神と一体化し、ノレネの信仰の対象にすらなっているO 第3幕のク

ライマックスで、 4街道院入りを決意したルネの最後の長台認がそれを見事に要約して

し1る。

それでも決心は漁りはしません。アルフオンス。私がこの世で、逢った一番ふしぎ

な人。患の中から光を紡ぎ出し、汚濁を集めて神聖さを作り出し、あの人はもう

一度、由緒正ししぜ笑爵家の甲胃を身につけて、敬度な騎士になりました。 〔・・・〕

あの人の冷たい氷の力で、血に濡れた百合はふたたび白く、血のまだ、らに染った

白い馬は、帆船の船首のように胸を張って、朝の稲妻のさし交わす空へ進んでゆ

く。そのとき空は害防もて、洪水のような光が、見た人の目をのこらず盲らにする

あの聖い光が溢れるのです。アルフォンス。あの人はその光の精なのかもしれま

せんわ。 （三島、 pp.120-121) 

Cela ne changerait pぉ maresolution. Donatien, l 'homme le plus mysterieux que j’aie 

jamais conn叫 asu tirer du mal un jeu de l国語とreet il a在百ismueen sainte essence la 

substance de i’ordure qu'il avait reccueillie. Cuirasse de l'armure de sa noble maison, il est 

redevenu un chevalier mystique, [ ... ]. [ ... ] Son epee glaciale rend leur blancheur aux lis 

mouilles de sang ; son cheval blancラ匂chede sang, se cabre comme une proue de navire et 

fonce vers le haut du ciel主traversles eclairs du ma白1.A cet insぬntle ciel se dechire ; un 

丑otde M凶とre,une lumiと:resacree qui aveugle ceux q山laregardent, s’abat sur la terre. 

Donatien岱 tpeut-e仕el' esprit de cette lur凶と:re.(APMラp.127) 
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黙示録的な幻視が、ノレネの信仰告白を美しし1イメージで飾る。神格化されたサドは輝

く「光の精 espritde lumiとreJとなり、物質的な荷主であることをすでにやめてしまっ

ているーマンディアルグの訳で、は、「汚濁にまみれた物質 substancede 1’ordureJと「聖

い精髄 sainteessence Jという語の選択により、 「物質＝俗Jと「精髄ココ聖Jの対照が

よりはっきりと示されている。神の「精神Jーすなわちサドの「精神jーを身内に宿

したノレネにとって、邸に帰還した「肉体」としてのサドはそれゆえ、すでに俗物以外

の何者でもないのである。こうして現実のサドを追い返した彼女は、 『豊穣の海』で

月修践に出家する聡子のように、 「サド的神秘主義jに閉じこもるために修道院に入

る決意をするのである。

3. fフランス革命jの弁証法：二元論的世界の棺対化と悪の美学

しかし、第3幕にいたるまでの彼女の頭の中では、彼女が人工的に脳内で作りあげ

た理想、としてのサド像と、彼女が待ちわびている生身の肉体としてのサドという、い

わば霊肉の二元論がつねに彼女の葛藤の種になり、彼女を臨む 5人の女性の介入で、

つねに美徳の側と悪徳、の側を揺れ動いていたはずである。事実、第2幕までのノレネは、

自由の身となったサドと再会することだけを望み、サドの哲学を理解し、肯定するこ

とで、夫との紳を保とうとする貞淑な妻の鑑で、あったO それゆえ第3幕における突然

の心変わりは、これまで徴密に積みあげられてきた論理の軌跡の理性的な解答として

は理解できるのだが、劇的な必然性という点では少しばかり唐突な印象を免れない。

しかし、この戯曲が、幕ごとにほとんど 10年ごとに推移する持聞の経過を指示して

いることに注目するなら、第3幕の時代背景が 1790年4月、すなわち「フランス革

命勃発後9ヶ月Jに設定されている事実に、最後のどんでん返しにいたる劇的瞬間と

の相関関係を見ることができないだろうか。

フランス革命は、言うまでもなく、それまで特権F皆級とされてきた貴族が没落し、

ブルジョワが台頭するきっかけをつくった世界初の市民革命で、あるO それまでキリス

ト教道徳をもとに「自然Jであるとされてきたものの価値が、人工的にで、っち上げら

れた「技巧Jに過ぎなかったのだ、と人々が気付き、啓蒙思想の影響下に、キリスト教

の神とその威光が衰退し、代わって個人の価値観→圏人的な宗教庭婦－~こ重きが置か
れ始めた時代で、もあったO たとえばロジェ・カイヨワは、革命を立齢者とする「近代的

精神Jの特質を、外的な儀礼によって共通に崇められていた「聖なるものjの個人へ

の「内面化J、すなわち「大いなる神話日新知の終駕であると定義した5＼マンディ

アノレグもまた、絶対的な価値観が相対化してゆく過程としての精神の近代性という側

面を強調しつつ、フランス革命について次のように書いている。

57 Roger Caillois, L 'Homme et le sacre, Gall出1ard,1950, p. 176. 
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実を言えば、自然（naturel) と人工（訓話ficiel）のカテゴリーはとても切り離して

考えられるものではないのであるから、この反対物に支えられなけれti何も存在

できないというマニ教起源になる古代の観念を明らかにするのに、おそらく、フ

ランス革命以上に好適な例は他にないのである580

ここでマンディアルグは、 「自然と人工Jという「反対物に支えられなければ何も存

在できなしリという古代マニ教の二元論の考えを、フランス革命の時代に特有の精神

風土として捉えている。自然とはあるがままの姿であり、人工とは「自然への激しい

愛が、もっとも厳格にしてもっとも非人間的な過剰（ou加工ices）にまで達し、それか

ら最も驚くべき新たな技巧（出世ces）にまで、高まった」 (idem.）状態のことを指す。

すなわち、 （マンデ、イアルグの説明による）マニ教的な二元論とは、自然という状態

が、人工というカテゴリーによって刷新される可能性、すなわち古い価値の死とそこ

からの新たな再生という「革新時volution」の可能性を含んだ概念ということになる。

たとえば、画家リューパの作品にこうした死と再生の「ダブル・イメージJをつかみ

取ったマンディアルグは、 fこの『ダブル・イメージ』は、そのなかで、反対物がーっ

となる黙示録的な性格をもった一種の痘撃を含んでいるように思われる。反対物が一

つのものとなる可能性、リューバの神話世界はマニ教的な性格をもっ59Jと書いてい

る。反対物によって止揚されることで、古し1イメージが新しい概念とともに再生する

という二元論的な弁証法は、それゆえ、フランス革命のE寺代の精神を反映する象徴的

な現象となりうるのである。

翻って、 『サド侯爵夫人』におけるルネの心変わりは、こうした革命の精神を反映

しているのではないだろうか。第3幕の冒頭、この劇の中で「悪徳Jの側を代表する

サン・フォン伯爵夫人が、革命の喧喋のなか、マルセイユの暴徒によって踏み殺され

たとアンヌがルネに語る場面があるO

警察官におそわれて暴徒は将棋だおしになり、あの方は踏みつぶされてお亡くな

りになったO 朝が来ました。暴徒はその亡骸を取り返し、戸板に載せて、民衆の

女神として、崇高な犠牲者として、泣きながら運んでまわりました。どの町にも

いる即興詩人が、 「輝ける娼婦j とし、う歌を作って、みんなで歌う。誰一人その

身許を知る者はありませんでした。

〔・・・〕羽根毛をむしられ、微だらけの腿もあらわに、あの方の屍は町なかを、

海のほうへ進んでゆきました。老いがその青さを深め、滅亡がその波を若々しく

58 APMラ≪Palen司ue≫, Deuxieme belνMere, [1962], Grasset，《LesCahiers Rouges ≫, 1990, p. 

46. 
59 Cj誌と p：征 Josiもp記官民Le Belwideiγe Mandi，ぽ事"Aes.Andre Pi句;redeMαndiargues et l’art du 
.XX-e siecle, Artcurial etAdam Biro, 1990, p. 175. 
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三島由紀夫とマンデイアルグ(I) …一英雄の誕生から『サド侯爵夫人』まで一一

する地中海のほうへ0 ・・・御存知のとおり、それが革命の発端でした。 （三島、

pp. 95-96) 

Mais la garde est紅riveeen forceラlesgens, sous les coups, tombaient comme des quilles et 

h生nede Saint-Fond a ete pie白1eea mort. Au lever du jourラ lesinsurges ont releve son 

co中島 ilsi’ont pose sur un volet de fen釦eet l'ont岡部portep紅 lesrues de la吋Ileavec 

des pleぽ spour celle qu'ils nommaient deesse du peuple, marザresublime.むn

improvisateur s’est trouve, qui composa une chanson色話加lee: La catin glorieuse, qu'ils 

reprirent tous en ch田：ur.Personne ne savait qui elleぬit.

[ ... ] Deplume, denude, jamais ouvertes, le cadavre est alle p訂 lesrues jusqu' a la mer. 
Cette Mediterranee dont I' azur est fonce d’e回 tellementantique et dont le flot unit la 

naissance主l'aneantissement.Comme vous savez, ce白tla le debut de la Revolution. 

(APM,p.101) 

踏み殺されたサン・フォン夫人は「輝ける娼婦Jとしづ称号を得、これまで放蕩の限

りを続けてきた堕落した人生を栄光へと転化させる。血みどろで、泥に汚れた娼婦が

「女神j となり、その亡骸は聖体となって民衆に泥られるO そしてアンヌは、この事

件が f革命の発端jになったのだ、と告げるO すなわちこの事件は、革命によって既存

の価値が事訴到し、醜と美、善と悪、汚と棄など、あらゆる反対物が新しい価値観のも

とに相対化されたことを暗示しているのである。こうして古いキリスト教の道徳が、

民衆の異教的な宗教によって破壊されるO 1§然Jとしてのサン・フォン夫人の死体

が、民衆の「技巧Jによって、人工的な｛開象崇拝の支橡へとすりかえられ、そこでキ

リスト教の古き神に代わる新たな聖性を獲得するである。マンディアルグはこの箇所

に、自分の革命観と三島のそれとの類同を予感したに相違ない。それは、三島が「滅

亡がその波を若々しくする地中海のほうへ」と書いている箇所を、マンディアルグは、

「（地中海の）流れが誕生（naiss釦 ce）とヂ嚇（縦訓ssement）をひとつに結びつけ

るJと、三島の意を汲んでかなり大胆に訳している点からも顕著である。宗耕句な洗

礼の水によって、肉体として死に、ついで、民衆の神として再生するサン・フォン夫人

の死体を、マンディアルグは明らかに、マニ教的な死と再生のダブル・イメージに結

びつけて角森穴しているのである。三島によって喚起されたイメージが、マンディアル

グによって明確に言言吉化された女子千列で、あろう。

このように、 『サド侯爵夫人Jは、サド侯爵という中心人物の「在Jと「不在Jの

コントラストを軸に、車と肌を連想、させるサデ、イスム的な「赤Jと「白J一「〔アノレ

ブオンスが〕赤葡萄酒（vinrouge）の一樽を白百合の花の上にぶちまけさせ、花弁

(calices blancs）から滴る赤いお酒をうっとりと眺めていましたことJ （三島、 p.37;

APM, p. 38）一、 「創造Jと「破壊J- rものを傷つけること（d伽出）にだけ心を

奪われるあの人が、ものを創って（creer）しまったので、ございますj （三島、 p.118;
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APM, p. 125）一、 「内」と「外」－ rパスティユの牢が外側（ext1組問）の力で破ら

れたのに引きかえて、あの人は内側（包括:rieur）から鎌一つ使わずに牢を破っていたの

ですJ （三島、 pp.117”118; APM, p. 124）一、 f美Jと f醜J、 「汚」と f聖」、そ

して何より「美徳」と「爵恵Jという反対物のコントラストによって一貫して彩られ

ているω。第 3幕のラスト、二元論的な世界を相対化してしまう革命としづ精神風土

のなか、ノレネは、自分と相対する暫恵という価値を体現したサドの哲学を身内に引き

受けることで、戯曲全体をとおして示されたこれらのテーマ群を、三島とサドの思想

が交わるひとつの点に収数させ、劇的瞬間として止揚したのだといえる。この瞬間、

ルネはサド侯爵にかわる「怪物Jとなったので、あるO

おわりに：サド侯爵夫人という『怪物Jの誕生をめぐって

「怪物」について、マンディアルグは次のように書いている。

怪物は理性によって作られる、また同様に怪物は無意識の産物、あるいは本物、

偽装関わず多昔乱の瞬間から得られる産物である。自然と反自然、知性の最も明断

な部分と魂の夜の最も深い部分との間にあるこうした絶え間のない唆味さによ

って、怪物は芸令~倉リ造を前にしてそのどちらにも繋がっている。怪物は両者の釣

り合いをとり、とりわけ両者を融和させるのだ＇ 610

意識と無意識のはざまで、論理の明断さと錯乱的な狂気が融合し、 「怪物jが誕生す

る。非論理的なルネの行動を論理という逆説において解明しようとしたこの戯曲は、

まさに「サド侯爵夫人Jという怪物が、理非のはざま－あるいは理非の彼岸ーにおい

て誕生する瞬間を措いた劇だ、ったので、はないだろうか。第1幕でノレネは、 「私は、良

人が悪徳、の怪物（mons国 device）だ、ったら、こちらも貞淑の怪物（mons仕edefid組te)

にならなければと思し1ますの」（三島、 p.40; APM,p. 41）と叫ぶ。第3幕の終幕開際、

この「悪守恵の怪物Jを呑み込み、新たな怪物ー革命の産んだ血みどろの落とし子ーと

してノレネは転生するO

60 ここに「女性Jと「論理Jを付け加えることもできるだろう。女？抄兼いを標携する

三島は、基本的に女性とロジックを無縁のものと考えていたからである。「女性は抽

象精神とは無縁の徒である。音楽と建築は女の手によってろくなものはできず、透明

な抽象的構造をいつもべたべたな感受性で、よごしてしまふ。構成力の欠如、感受性の

過剰、頭末主義、無意味な具体性、低次の現実主義、これらはみな女性的欠陥であり、

芸術において女性的様式は問題なく『悪いJ様式であるJ（三島由紀夫「女ぎらひの

弁J[1954］、『決定版三島由紀夫全集28』、新潮社、 2003,p. 300）。

61 APM，《Pourune ecole de monstre ≫, Troisieme belvedere, ed.cit., p. 123. 
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※ 

1975年の夏に『サド侯爵夫人』の翻訳を終えたマンデ、イアルグは、その勢いのまま

三島を主人公のそデ、ルとした短篇「1933年Jを書き上げ、献辞を「三島の魂Jに捧げ

る。この短篇を収録した『刃の下で Sousla lame.』を翌76年に出版し、さらに『大醤

額書GrandLivre de la roseJl （図説onsClairefon旬開etVilo）と題され同年に出版された

豪華装禎本に f蓄萩へのオマージュ Hommage主laroseJ とし1う論考を寄せ、そのなか

で、三島を赤い醤薮のイメージに結びつけてその悲劇的な行動の美学を称えている。

かようにして 1975年から翌年にかけてのマンディアルグは三島とし1う前包こいわば

「取り濃かれJ、そして彼の美学を作品のなかで睦唱し、みずからの文学のなかに積

極的に取り入れようとしていったので、あるO 科高ではその萌芽となった三島との出会

し1から、その英雄像の確立、そしてその第一の果実である『サド侯爵夫人』の翻訳・

上演までを追し1かけ、この戯曲のなかで重なりあう両者の思想について考察した。今

後の研究では、70年代以降のマンデ、イアルグ作品と三島の美学との影響関係について

さらなる考察を加えていきたい。
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